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子どもたちの一度限りの発表機会を、天候に左右されにくい仕組みで守る

状況を把握

中止後の代替対応が学校ごとに
分かれた

→
質問する

教育的意義・中止判断・代替策
を確認

→
市の答え

意義を認め今後の対応を検討 →
次を確認

順延・代替ルールと公平性を確
認

一目でわかる｜問題・質問・市の答え

問題

音楽大パレードの中止後、学校ごとに代
替対応が分かれ、子どもたちの発表機会
に差が生じました。

質問

鼓笛活動の教育的意義と成果、中止判断、
各学校の対応、教育委員会の課題認識と
今後の対応を確認しました。

市の答え

鼓笛の教育的意義は大きく、実施日変更
は難しいとの従来の考えを見直し、順延
や中止後の対応を関係者・学校と検討す
ると答えました。

最重要の到達点 天候時の判断と代替方法を事前に共有し、参加児童に公平な発表機会を確保すること

次に確認すること｜当時の方針と未解決点

教育的意義 協調性、責任感、達成感、郷土愛などを育む教育活動と認識

当時の対応 中止後は学校ごとに演奏会や校区内パレード等を実施

当時の答え 実施日変更は難しいとの考えを見直し、順延・中止後対応を検討

今後の確認 順延基準、判断時期、周知、公平な発表機会、児童減少時の在り方を確認

議事にある具体事項 市内全小学校で鼓笛活動／令和7年度の音楽大パレードは12校参加予定／中止後は学校ごとに代替機会を設定

※ここまでが令和7年3月定例会で確認した当時の内容です。 出典：日田市議会 令和7年6月定例会／日田市「令和8年5月定例記者会見」「第79回日田川開き観光祭」（2026年
9月確認）
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その後の進捗

2025年3月の一般質問後に確認できる制度・政策・実績の変化です。質問との因果関係を示すものではありません。

順延案を事前設定 令和8年の音楽大パレードは、雨天中止の場合、翌週土曜日へ順延する代替案を事前
に設定しました。

短縮コースを想定 順延時は本番より短いコースとしながら、参加校が準備してきた曲を演奏できる内容
を想定しました。

検討から具体ルールへ 令和7年は順延・中止後対応を検討すると答弁。令和8年は中止時の翌週順延を具体的
な事前案として示しました。

今後の確認 順延基準、判断・周知の時期、全参加児童の公平な発表機会、児童数減少時の活動の
在り方を確認します。

出典：日田市議会 令和7年6月定例会／日田市「令和8年5月定例記者会見」「第79回日田川開き観光祭」（2026年9月確認）


